













































数を用い、統計的に検討した（有意水準 5％、1％、有意傾向 10％）。 
３．結果 
1)HH児前中期における因果推論の基礎的能力は、課題内容に即した「知識領域」は既に理解しており、
「論理水準」は、概ね前科学的論理水準の段階にあることが示された。一方で、誤答分析では、説明の
意味的整合に課題を示し（研究１）、論理的に非妥当な前因果的論理水準を否認する段階には至ってお
らず、同課題に対し言語発達の要因の関与を認めた（研究 2）。 
2)HH児前中期における他者の意図説明の発達が遅滞し、因果推論の基礎的能力の要因（研究 1、2）と
の有意な相関を認めなかった。また、他児の行為に対し、受け手の反応が典型場面と矛盾した際に意図
説明に課題を示した。因果推論の基礎的能力の要因は、典型課題での意図説明と有意な相関を認め、矛
盾課題では関与が乏しかった。矛盾課題の行為意図説明について、典型発達児では、先行する多様な事
象に因果性を求めたが、HH児では受け手の性格など内的帰属による説明に留まった。（研究 4）。 
3)HH児中後期における他児の行為意図の説明は、社会的知識を適用について遅滞を示し、社会的規制に
比べて、羞恥心や平等心などの対人的配慮の領域に課題を認めた。社会的知識が適用できない児では、
行為内容のみに関連づけた行為意図説明に留まった。 
4)HH児中後期における、社会的知識を適用した他児の行為意図説明、および社会的意味の理解能力の発
達に対し、社会的視点取得（研究 6-2）と言語能力（研究 6-3）の要因が関与しており、基礎的な共感
反応（研究 6-1）は、前者にのみ関与していた。対象児の聴力程度の要因の関与は認められなかった。 
 
４．考察 
本研究では、学童期の高度聴覚障害児における、因果推論を基盤とした他児の行為意図の説明能力の発
達について、因果推論の基礎的能力の形成と関連付けて発達の系列性について提言した。 
学童前中期の聴覚障害児では、物理的事象の因果推論に関して、既に「知識領域」の形成を認め、「論
理水準」能力では前科学的因果推論の否定に関わるメタ認知段階の形成に課題を認めた。対人交流場面
においては、通常と矛盾する状況での他者の行為意図の説明能力に遅滞を示し、先行する行為との因果
性より受け手の特性等に原因を帰属する説明に特徴を示した。他者の行為意図理解は因果推論の基礎的
能力の形成の延長線上に順次学習が進むのではなく、新たな発達的要素を必要とする段階と考察した。 
学童中後期の高度聴覚障害児では、社会的知識を背景とした他児の行為意図説明、とくに、社会的規
制と比べ対人的配慮に関わる知識の適用に課題を認めた。他児の行為意図については、社会的知識を活
用し、行為の文脈や関係の要件などを総合的に構成した理解の仕方について、配慮を要することが示さ
れた。また、他児の行為意図説明の発達に関しては、社会的視点取得や言語能力など認知発達が背景にあ
ると考察した。 
高度聴覚障害児における他児の行為意図説明の発達に関しては、以上の発達系列と課題を配慮し、社
会的視点取得や言語能力など認知発達との関連性を配慮した系統的指導を行うことの重要性が提言でき、
療育・教育における指導の論理策定に有用な結論に至った。 
